少女 は、 横にな つて 隅の 方に —— 、 殆ど 後から 見た 

時には ランプの 影に な つ て、 闇が どうしても その 本の 

表 を 見せまい と 思われる 所で、 了 $ になって 小説 をよ 

み ふけっていた。 

なつやすみ 

明日から つ y く 夏 休の 安らか さと、 大きな 自由と 

の 為め に、 少女 は 〔# 「少女 は」 は 底本で は 「小 女 は 匕 い 

ま 心 一 つ ぱいに、 小説の なかの 〔# 「なかの」 は 底本で は 

「なかの かの 匕 かなしい なつかしい 少年と その 家庭と 

について いつまでもい つまで も 涙ぐむ ことが 出来る の 

だった。 そして 自分の 現在の すべて を 幻の ようにと か 

し 込んで、 夢の ような 息 を はいていた。 



花が 一 ぱいに つらなって 咲いて いる。 そして それが 

ほのお 

焰 のように くずれて は 燃えて るの だ。 

少女 は、 おどろいて 茫然た つてし まった。 すると、 

彼女 は 足元から 蒸す ような 熱さ を 感じて、 めまいが す 

ると、 その ま、 くら/ \ と 倒れよう とした。 

翌朝、 ほのかな 暁の 光りと 共に、 少女 は 夢 を 忘れて 

しまった。 そして 北国の 晴 涼な、 静寂な、 夏 休の 第一 

日 目の 暁 を、 少女 は 常の ように 楽しい 安らかな 夢から、 

白い 床の 上に 一人 目覚めた。 そして、 朝の 鮮 らしい、 

光りに 対する 歓喜の 為め に、 無意識に 床の なか、 ら、 

つや、 かな ゆたかな 片腕 を さしのべて、 枕 際の 窓の 



力 ー テン を 引き あげよう とした。 けれども 彼女 は 急に、 

おどろい たような 不快な 表情 をして、 床の 中に 再び 引 

込んだ。 

そして 直ちにい まわしい 重苦しい、 だるい 気分に 

なって、 どうした わけ か 時々 おそわれる ように i 羞し 

さが、 少女の 乱れた お 下 髪の 髪の 先から、 足の 先まで 

を ぞっと させた。 そして 夜具の なかの 両足が、 物に お 

びえ たように ふるえた。 

『どうした らい 、だろう。』 

けれども 少女 は、 その ま、 床の なかに いると いう 事 

も 出来なかった。 わずかに 起き 上って は 見る けれども、 



少女 はまた すべての 感覚が 著しく、 鋭敏に なって い 

た。 彼女の 乱れた 髪の なかの 小さな 二つの 耳 は 真 赤に 

なって、 襖の 外にす る 物音 や 声 を すばやく 捕える こと 

によって、 おの、 いている のであった。 そして、 いま 

にも 何人 か > この 襖 を 開けて 自分 を 見る であろう とい 

う 予覚に よ つ て たまらなく 不安で ならな か つ た。 

『どうしょう、 どうして。』 

少女 は、 ぬけ 出た 夜具の 乱れた 模様の 皺 を 見つめて、 

不安と 恥し さに ふるえながら、 

『どうして、 すべての こと どんな 事で もお 話しす る こ 

との 出来た お母様に、 どうして、 こんな 事が こんなに 



像と、 それにつ いていろ/^ な 約束 をした こと 等 思 出 

して 悲しかった。 

そして、 今朝 は 友 だち が 農園の 小川の ほとりに 遊び 

に 行く 為め に、 誘いに 来る だろうと 思いながら、 少女 

は 肩の あたりから 落ちそう になった、 赤い リボン をむ 

しり 取りながら、 茫然と 目の前 を 見つめた。 『本当に 

どうして、 〔# 「『本当に どうして、」 は 底本で は 「本当に ど 

うして、 匕 私ば かりが、 私ば かりに こんな 事が あるの 

だろう か、 皆が 知らない 顔 をして いると する。 けれど 

も 皆 はいつ も 愉快に 楽しそう なの だもの。 私ば かり 

だ。』 



手 を 触れよう としたが、 少女 は 母の 手が 恐ろしい も 

の、 ように、 さける ようにして うつむいた。 彼女 は、 

とうく 力— テンで 押えた、 その 大きな 露 を 持った よ 

うな 瞳 を、 すっかり 泪に おぼれさして しまったの であ 

る。 

母親 は、 いぶかし そうに 再び 周囲 を 見 まわした。 そ 

して、 彼女が 自分自身 を 母親に 見られる ことが、 恥し 

くまた 恐れて いるよう な 様子 を 見た。 少女の 肩に 乱れ 

ている お 下 髪の 髪が、 静かに ふるえて いるので あった。 

それで 母親 は、 ふと ある ことに 気がつい たように、 

掛けて あった 夜具 を ひろげて 見た。 そして I く 安心し 



は 恥し さに 満たされて しま つたので あった。 

やがて 彼女 は、 窓 硝子 を 透して 暑い まぶしい 日 光が 

額と 前髪と にあた るの を 感じた。 それで、 漸く 彼女 は 

瞳 を 見開いて、 日が うるんだ 彼女の 瞳の 前に いくつか 

の 小さな 環に なって、 キラ /\ と 渦 を まくよう に 感じ 

ながら、 物 倦く 着物の 前 を 合せて、 それから ひそかに 

姉 や 兄 やまた 母親の 姿 を さけて、 茶の間に 行った。 そ 

して 初めての、 限りなく 不安な 不味い 朝の 食事 を、 か 

ぎりない 寂寥と 孤独と を 感じながら 一 人で たべ 終った。 

彼女 は、 そして またす ぐ 知られな いうちに、 自分の 部 

屋に 帰つ て 襖 を 閉じた。 



晴れ やかな 声で、 出て 行く のが 聞え た。 少女 は、 姉が 

金 仙 花と、 赤い 夏菊と を そろえて、 花の 方 を 地に さげ 

て 持ちながら、 出て ゆく の を 想像した。 そして 紫の パ 

ラ ソルが 道 向う の 生垣の 角 を 曲る の を も、 目の 中に 考 

えて 見る ことが 出来た。 

少女 はすぐ に、 強い 兄の 足音が 響いて 来て 『お 縫ち や 

んは、 どこに 行つ たんだろう。』 と 云つ てるのが 聞え た _ 

彼女 は、 兄が いまにも 襖 を 開けて 自分 を 見る であろう 

と 思った 時、 兄の なつかし さと 同時に、 恐ろしい 羞恥 

がまた 彼女 を 苦しめた。 そしてい つもの ように、 柔道 

を 教える といって 引出したり、 それから ピンポン をし 



て 想像され た 夏 休の 第一 日 目 を、 唯い まわし さと かぎ 

リ ない 羞恥と、 さまん \ な 不安な 感情に 捕えられて、 

彼女の 部屋の 窓際に 暮 した。 そしてい つか、 あらゆる 

人の 世の中に 対する 漠然とした 懐疑 を 持って、 自分の 

生れた という 過去からの 記憶と、 意識と を よみがえら 

して 放心した ように 空 を 見つめて いた 時、 黄昏が 少女 

に対して すべての 疑 をつ、 むように そして また、 すべ 

ての 神秘 を 示す ように、 窓の 外 を 紫い ろの 空気に しず 

めて 行って しまった。 

少女 は その 時、 漸く 黄昏の 柔らかな 保護 を 受けて 安 

心した ように 吐 息をついた。 そして 静かに 玄関へ 腰 を 



とうれ しさと に 輝く 盛夏の 日光 を、 限りなく 身 一 つば 

いに 浴す る ことが 出来た。 彼女の 肉体 も 感情 もす ベて 

が 新ら しく 力強くな つたよう に 思われた。 少女 は 一 人 

しょうけい 

すべ て 路傍の ものに までの はげしい 憧憬 や 熱愛の た 

めに、 湧き かえるよ うな 心 を 抱いて 道 を 歩いた。 彼女 

はやが て 大通りの 大きな 本屋に 元気よ く 飛び込んだ。 

しる 

本屋の 店先に は、 若い 男女 学生が 記された 本の 表題に、 

各々 胸 をお どらして いるので あ つ た。 

少女 はじつ といろ/ \ な 表題 を 見て いた。 そして 彼 

しょうけい 

女の 心の なかの 憧憬が、 あふれる ようになった 時、 悲 

哀が 彼女 を 涙ぐませる 程に い つか 一 ぱいに なつ てし 
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